
8 アミノ吸環化飼料による豚の 

喜叫正夫   菅原東大関  大橋形せ  

／ 冒   関  

蒼白療療炭アミ／敵中特に重要なア古／酸である。メチオニン、リジン   

が、わが国におしlてもエ菓昭に大貴生産ごれゐ免通しにあり、帝粗の代琶   

どして、メチオニン、リジンを添加した大変輯の香取飾判としての実悶虻   

置横言叶寸るため本式硬変夷趣した。  

2 試架才覚  

／）顛 何  階和3ク年∫胃／占日から昭和3ク竿／ク胃3♂日まで  

2）快試飲  昭和3ク早春当馬抜直のヨークシヤー題号徽ヨ曙夕啓三、  
l■  

対照区、哉攻工区、試改正区に分け、各々去勢韓2、堆／  

計3親王／組として下甑のとおり区分した。   

夢1畏  吠 試 汲  

蝶  試  畝  吠試 豚 の 血 術  嘆試吸 塗質胃弓                 雷撃讐 しぎ胃ノ∫甘）    番 号  区．二分  歯  ヲ  区分   
細づ？］－ユー斡胆一ポ」レ   昭和う7年  ♀No／ク  試竣J区  ♀No／ヱ  軒壊甘区   

ク 9日   
東部「2ヲ：ス刀－ルド   2胃2‘日  舎N（，′／  〃 皿区  ♀No／3   村際区   

テ肋＼チドリ爪ピソミシマ2づ  膠勃5ア年  含N0．′7   ノケ   舎Noj♂  顆ユ区   
ア芳一日   

如局ラ婦7イ」躍デ仙ローズ、  ヱ胃27日  舎Nク／∂  対照区  舎N02／  粁将■区   

支お－けヒコ］ケランスフィー1レド  

帯思紅梅マイタカこ弾－〃  帽証ほ7蟹 3日／日   7∠日  

′、  

5）樟占領科   

魯区卑摺腹重か、2♂ K多に遷したと王城硬変鮪堆し、・g♂k多まど電   

前劇、各区躍喝体喪古♂た多から合宿体9♂片多子Il即絹ど電鍵粛ごし   

ナこ。  

試験劇画中各区に給与した厨料ぼ次のとぉリビ、爾料は同級りにして   

きえた。  

－72－   



第ヱ患  飼料・の貯金封全  

村 府  

牧脂  発 費 価  
■区 分  薮  

粗   零   大麦  六∴憂 鼎  魚泡  謙抑アミノ険  ロリこ F  T［）N   

紆隠匿  4′ク  ユ♂  23   ノ7  ′ ク  ／∫い2  ♂∫、占   

常襲Ⅰ区  〃♂  ．之J7  ／ ′   ／d‘  ／〃  メチオニン久／％  ノ∫、ク  占フ、ク   

試攻Ⅶ区  史．♂  ．之ク   ／／   

／∫  ／タ  

丸皐オニンク、′珍  
り三ニ、ンク、ユ％   ／∫、ク  占ク、ク   

後 鯛  

恢鳴  大豆  
区 分  轟  

凍   

環 蕎・一瓶  

衆   大鼓   柏   
費冶  う添ゎアミノ酸             PCP  TPN   

対照官  j、台  ．2∂   Jg   ∫  ／ユ、∫  ∠♂、《   

粁竣工区  3、S  ．2∂  3ク   ♂   ア  刈オ＝ン久始終  ／ユ、仕  gタ、8   

ぎ試乗n区  3宣  ．2ク   jク   
メ÷オニ＞♂、♂∫免  

∂－   ク  リジ、 ン♂ノ％  ／j、一ど  gグ、8  

託 C久削2％ 亀♂、∫％兼如  

なお、莫椅およか、大豆着のアミノ敵組或は次のとおりどある。   

矛5茨′ 莫粒、大安楷のアミノ晩櫨成  

〃）● ぜの他の笹j墾  

軒炭疲ば7、〃4扉切取涛に各区3頭づつ収容し、飯件の袷与日量、一   

頼均な管理ぼすべて礪慈悶絶力後足の方泣lて準じて行し、、桜餅汲【硫すヾ   

て同一の環侵で蘭箇した∴  

∫）療繹調査の方法   

イ 養育調査  

発育き頭重について臥 試験帝僧後／甥呵毎に体温の測定空行い、そ  

の舞葛状臨＼飼料の利同姓韓について師査し、舟週の呵料給与豊安東  

足した。   

ロ 薦体調査  

各個体はグ♂K々・却蛋白（但し、対照区No／3雷隊は7・予k昇）  

－7、ラー   



をもフて配車を終了し、／温閏以和こ／日程食壊鷹嚢解体を行い、抱   

ユタ曙国冷覇硬貨艶帝鶉に放し、馬体、各部の剰定ならびに弼盈空行つk。   

試敦経菜およが’考乗  

／）試翳鶉国中の隆運   

試簸市場から紆了までの羅喜成頗ぼ、オ4表に示すとおりであり、町   

簡琶／3号豚左解互生頃日今／9／日から23タロまごの剛て生体喪、   

ヂ♂K多に達した。  

レかし、河原区ノラ書取tこついては、試壌錦城以東飼料の巌禽垂が少   

なく、生壊ユ々ぎ古今ご連体蟄74、♂Kきと翼竜不喪のなめ、就電卓終   

了するこ￥どした。  

就翳⊥軒国中の餌料の吸取状況およが煙環状後についてみると、試乗帝   

増車初の飼劉の疇脇檻は、全彪均にやや不扇ご、ニれぼ糾問区において   

柊に痘だし＜、吉たる区ヒ引こ軟便、毒しくぼ径乾の下前症状度量した   

鮮、＝れ屯対照区に著しかった。雲た、占胃申下喝にかけて、魯置とも   

ヤや快食量が減じ、壇体空の索少をみたのど占円ヨ∂日にj考夜風虫剖ヘ   

ルミノック麦二援一冬したと＝ろ、7日／冒から∫日にかけて、各区とも宅   

干の発熱、哩吐、下前琴の症状変萎し、時にこの固辞魚雷の減少左みた   

が、7日／♂日以確牒、対照区／ヨ軍隊乏頂き比較昭囁胡に廣珍したも   

のと終われる。  

2）個体お」び何科讃寮費  

本試験の寓果を硬糾するに為り、対照色ノ3首級を舎めて呑区の鰯体   

分よび飼料蓼ボ率麦比載すると分与表のとおり￥なる。  

3  

′   

しかし∴押隠区／3き放電泰郎してその或硬を検針すると、オ占震の  

とおりごあり、各区と毛大慶のない戎舌状茨を示レた。   

本軟竣峡間像の各区皆の秀歌配匡及打鍵軟骨数が適正ごは点いが、一′一  

束／田平増産体窒について、倒料の彰馨t二つし1てのみ要因分析を行った  

ところ、牙ワ表のとおりで、給与飼料阿ご麦がないか5知Mないが、裸麦  

の乗物ボ大きくい本獣竣締果からは判定ごきなかった。   

しかしながら、訝敬1、正区の演者状態は、アミノ愁雲叱領料の代琶  

嵯左示した毛のと電われる。  

ー7ダー一   
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ヨ）葛藤問責故預  

紆笥宏降了した茫武1枚星養魚解塔し、ぞの技閃電、愚体の侯亡、大判  

肉捧の割合常について洞泉した積算は、オぎ表のとおりごめった。（珂  

曙琶／5号陳監険＜）すむわち、各区ども南東両帝会させることによる  

冒瀬りが若干大きく、綺にこ東が対陣区に大き＜禦われね叔、各唇終に  

ついてば、特に阿愚となる蘇閃の項■、脂防の含、零さ、閏照り帯革肉の  

仕上り衰荏について庄一掛こやや削島野が密かった外は、各区とも蔑胞  

は盈体であった。  

喜た、馬肉歩牒＼大別淘片の馴合についこ古君がむかったが■名鱒牒  

長さ及びロースの断簡萄に右干の宏があじ、馬体長については対照邑がこ  

－一‾ 

、：、 
長の皿ど軌条があるといわれてガリ、黍碗新陳についども身診表のとお  

り哉竣工直の碇菅教は早婚ヱク、53と、他の両区に比ヾて少なく、かつ  

遷体名和の霞ミが掛て短いのご政孝に抑断lさてhきないが、一応稲守訝の  

影響萱うける＝とのもっこも少むい、屠体貰について要因分析「萱行フセ  

ところオグ羨のとおりで宥恕睦ば葡虻瘍〃沌けった¢  

また、ロースの折衝嶺につし、てぼ、垣内取引上葛藤の煮肉率を禾す凄  

寮な語硬ヒなる部位て－、ありその夜襲B大きいが、∴ヌげ曙区の2頭は、この  

ロース断面凄の特に太い釆詫の豚ど商ったに静かかわらす小、畢伺／′、∫仇そ  

と棲養に申さかつ7こので、零困令耕そ行ったがオ／ク衷のどおり肩吾妻  

がなかつブ⊂。  

しかし＼ロースの断頭萄が対照区に比べ、要子ぞばあるが斬欝の爾嘔  

が優れてし＼たことは、アミノ密教佗飼料の実閑吟囁値を物語る毛のど薯  

1 えられる。   

〃 む す ぴ、  

不軌駄ご、闊慮偶の代琶として、試野Ⅰ区にはD」メヰオニン之、試験汀匡   

にばP」メチオニン讃泳」、リブン億醜像電夫々大豆葦引て滞卸し、貰包嘆牒   

が零合格普変格ぼ周一lこなるよラに配令し、ぞの養豚儲料としての常闇檻   

奄検訂したが、モの浩果持増体、枝肉野犬．・・堅尊、打庶匡ヒ試常区エⅡ．区  

との向に麦が静めらわなかった。  

二のニヒは・塀試豚の系統的な異変革も考窟に入れる〉蛤安かあつ、且っ  

携武涙数も少なし、本試醸のみから判定し赦し＼れ一応各区とも大暮のない軍巴   

育をみたこ′Lから原綿重代琴ヒしての巽照瞳が諸あられたものと費え・ら  

－7クー   


